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地域密着型サービスの外部評価項目構成

項目数

Ⅰ．理念に基づく運営 8

１．理念の共有 1

２．地域との支えあい 1

３．理念を実践するための制度の理解と活用 3

４．理念を実践するための体制 2 　○項目番号について

５．人材の育成と支援 0 外部評価は20項目です。

「外部」の列にある項目番号は、外部評価の通し番号です。

Ⅱ.安心と信頼に向けた関係づくりと支援 1 「自己」の列にある項目番号は、自己評価に該当する番号です。参考にしてください。

１．相談から利用に至るまでの関係づくりとその対応 0

２．新たな関係づくりとこれまでの関係継続への支援 1

Ⅲ．その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント 5 　○記入方法

１．一人ひとりの把握 1 ［取り組みの事実］

２．本人がより良く暮らし続けるための介護計画の作成と 1
　　見直し ［次ステップに向けて期待したい内容］

３．多機能性を活かした柔軟な支援 0

4．本人がより良く暮らし続けるための地域資源との協働 3

Ⅳ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援　 6

１．その人らしい暮らしの支援 4

２．その人らしい暮らしを支える生活環境づくり 2 　○用語の説明
家族等

合計 20 家　 族

運営者

職員

チーム

＝事業所の経営・運営の実際の決定権を持つ、管理者より上位の役職者（経営者と同
義）を指します。経営者が管理者をかねる場合は、その人を指します。

＝管理者および常勤職員、非常勤職員、パート等事業所で実務につくすべての人を含み
ます。

＝管理者・職員はもとより、家族等、かかりつけ医、包括支援センターの職員等、事業所
以外のメンバーも含めて利用者を支えている関係者を含みます。

次ステップに向けて期待したい内容について、具体的な改善課題や取り組みが
期待される内容を記入しています。

＝家族、家族に代わる本人をよく知る人、成年後見人などを含みます。

＝家族に限定しています。

訪問調査日 平成27年9月25日

事業所名 オーババーズセキ

ヒアリングや観察などを通して確認できた事実を客観的に記入しています。

評価確定日 平成27年11月30日

評価機関名 株式会社　R-CORPORATION

評 価 結 果 報 告 書 事業所番号 1472900727

＜認知症対応型共同生活介護用＞
＜小規模多機能型居宅介護用＞

法人名 株式会社ミュー
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自己評価及び外部評価結果

【事業所概要（事業所記入）】 【評価機関概要（評価機関記入）】

評 価 機 関 名

所　　在　　地

法　　人　　名 訪 問 調 査 日 平成27年9月25日

事　業　所　名

（243-0031

名

名

名

9 名

1 ﾕﾆｯﾄ

自己評価作成日

※ 事業所の基本情報は、介護サービス情報の公表制度のホームページで閲覧してください。

基本情報リンク先

【事業所が特に力を入れている点・アピールしたい点（事業所記入）】

【地域密着型サービスの外部評価項目の構成】
外部評価項目

 1 ～  7

8

 9 ～ 13

14 ～ 20

事 業 所 番 号

所　　在　　地

サービス種別

定　 員　 等

オーババーズセキ

登録定員

通い定員

平成27年12月1日

神奈川県厚木市戸室1-26-6

宿泊定員

定員　計

平成27年11月30日
評  価  機  関
評 価 決 定 日

平成　27　年度

株式会社　Ｒ－ＣＯＲＰＯＲＡＴＩＯＮ

〒221-0835　横浜市神奈川区鶴屋町3-30-8ＳＹビル2Ｆ

【外部評価で確認した事業所の優れている点・工夫点（評価機関記入）】

事業の開始年月日

平成17年4月1日指 定 年 月 日

株式会社ミュー

1472900727
平成17年4月1日

 1 ～ 14

 ■　認知症対応型共同生活介護

36 ～ 55

56 ～ 68

）

評価項目の領域

Ⅰ 理念に基づく運営

ﾕﾆｯﾄ数

Ⅳ その人らしい暮らしを続けるための日々の支援

評 価 結 果
市町村受理日

15 ～ 22

23 ～ 35

　□　小規模多機能型居宅介護

平成27年9月15日

Ⅴ アウトカム項目

Ⅲ その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

　
①このホームは、株式会社ミューの経営です。株式会社ミューは平成9年、定員18名の「みどりの丘
厚木」（高齢者住宅）開設からスタートし、現在は厚木の地にみどりの丘グループとして、老人ホーム
５施設、グループホーム2施設、小規模多機能型居宅介護事業所１施設、シェアハウス１施設、障が
い者就労支援施設１施設を運営し、関連施設として、社会福祉法人みどり会の経営する保育園が2
園、NPO法人たいよう倶楽部が経営する学童保育１園があり、さらに、ＮＰＯ法人KOTOBUKI倶楽部
を加えた一大福祉サービス組織を形成しています。みどりの丘グループは、今年のグループのメッ
セージとして「あつぎの力（地から）」（ATUGI　Power　＆　From　ATUGI）を定め、“地域で力を発揮
し、地域に力を返す、どんな場面でも自分の生活した地域で活き活きと暮らすこと”を応援するため、
全施設一丸となって取り組みを展開しています。このホームは小田急本厚木駅からバスで10分、徒
歩5程度分の住宅地の中にあり、平成17年4月に１ユニットのグループホームと、定員10名の高齢者
住宅併設で開設されました。その後、10年を経過した平成27年1月に、近くに１棟を新設して移転し、
旧オーババーズセキの建物は定員18名の住宅型有料老人ホームとして幅広い範囲で高齢者の受
け入れを行っています。建物は、DUOと同様のコンセプトで、バリアフリーの広い玄関と、見通しの良
い階段が設えられ、利用者が寂しさを感じないようなリビング、廊下、ダイニング、事務スペースを兼
ねた広々とした空間と明るいスペースは、オーババーズセキでの実績とノウハウを加え、さらに、より
良い改善が活かされた設計となっています。利用者にも日常の活動を一緒に参加してもらい、一緒
に楽しく生活することを心掛けています。
②みどりの丘グループでは、施設共通の教育班があり、職員のキャリアアップに力を入れています。
職員採用時点で新入社員研修を行い、配属先でOJTによる個別の受け入れ研修を実施していま
す。職員全体のボトムアップを図るため、月1回、グループ全体で合同勉強会を行っています。グ
ループホーム内ではケア会議の中で時間を設け、利用者個々に関する具体的な研修を進めていま
す。外部研修では、厚木市の実務者研修、管理者研修に該当する職員は極力、参加を勧めていま
す。また、東名厚木病院の定期的な研修に参加し、嚥下、骨折、認知症等介護に直結した医学知識
を身に着けるように研鑚し、日々の介護に生かしています。

Ⅱ 安心と信頼に向けた関係づくりと支援

自己評価項目



56 ○ 1，ほぼ全ての利用者の 63 ○ 1，ほぼ全ての家族と

2，利用者の2/3くらいの 2，家族の2/3くらいと

3．利用者の1/3くらいの 3．家族の1/3くらいと

4．ほとんど掴んでいない 4．ほとんどできていない

57 ○ 1，毎日ある 64 1，ほぼ毎日のように

2，数日に1回程度ある ○ 2，数日に1回程度ある

3．たまにある 3．たまに

4．ほとんどない 4．ほとんどない

58 ○ 1，ほぼ全ての利用者が 65 1，大いに増えている

2，利用者の2/3くらいが ○ 2，少しずつ増えている

3．利用者の1/3くらいが 3．あまり増えていない

4．ほとんどいない 4．全くいない

59 1，ほぼ全ての利用者が 66 ○ 1，ほぼ全ての職員が

○ 2，利用者の2/3くらいが 2，職員の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．職員の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

60 1，ほぼ全ての利用者が 67 1，ほぼ全ての利用者が

2，利用者の2/3くらいが ○ 2，利用者の2/3くらいが

○ 3．利用者の1/3くらいが 3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

61 ○ 1，ほぼ全ての利用者が 68 1，ほぼ全ての家族等が

2，利用者の2/3くらいが ○ 2，家族等の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．家族等の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

62 ○ 1，ほぼ全ての利用者が

2，利用者の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない

利用者は、戸外の行きたいところへ出かけてい
る。
（参考項目：49）

利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安な
区過ごせている。
（参考項目：30,31）

利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔軟
な支援により、安心して暮らせている。
（参考項目：28）

職員は、家族が困っていること、不安なこ
と、求めていることをよく聴いており、信頼
関係ができている。
（参考項目：9,10,19）

職員から見て、利用者はサービスにおおむね
満足していると思う。

職員から見て、利用者の家族等はサービスに
おおむね満足していると思う。

職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向
を掴んでいる。
（参考項目：23,24,25）

利用者と職員が一緒にゆったりと過ごす場面が
ある。
（参考項目：18,38）

利用者は、一人ひとりのペースで暮らしてい
る。
（参考項目：38）

利用者は、職員が支援することで生き生きとし
た表情や姿がみられている。
（参考項目：36,37）

　Ⅴ　アウトカム項目

通いの場やグループホームに馴染みの人や地
域の人々が訪ねて来ている。
（参考項目：9,10,19）

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関
係者とのつながりの拡がりや深まりがあり、
事業所の理解者や応援者が増えている。
（参考項目：4）

職員は、活き活きと働けている。
（参考項目：11,12）

オーババーズセキ 事業所名

 ユニット名
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

1 1 ○理念の共有と実践

　地域密着型サービスの意義を踏まえた事業所理念
をつくり、管理者と職員は、その理念を共有して実
践につなげている

2 2 ○事業所と地域とのつきあい

　利用者が地域とつながりながら暮らし続けられる
よう、事業所自体が地域の一員として日常的に交流
している

3 ○事業所の力を活かした地域貢献

　事業所は、実践を通じて積み上げている認知症の
人の理解や支援の方法を、地域の人々に向けて活か
している

4 3 ○運営推進会議を活かした取組み

　運営推進会議では、利用者やサービスの実際、評
価への取り組み状況等について報告や話し合いを行
い、そこでの意見をサービス向上に活かしている

　Ⅰ　理念に基づく運営

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

今年度よりグループホームの地域で担うべき役割を
理念で掲げ、わかりやすいメッセ－ジとして伝える
努力をした。「あつぎの力（地から）」と称し地域
で力を発揮し地域に力を返す、どんな場面でも自分
の生活した地域で活き活きと暮らすことを応援する
という理念を掲げている。

今年度よりグループホームの地域で担うべき役割を
理念で掲げ、わかりやすいメッセ－ジとして「あつ
ぎの力（地から）」（ATUGI　Power　＆　From
ATUGI）を定め、地域で力を発揮し、地域に力を返
す、どんな場面でも自分の生活した地域で活き活き
と暮らすことを応援するためグループ１丸となって
取り組みを展開しており、グループホームもその一
翼を担って活動を進めています。今は高齢化でやり
たいことを言えない状況が進んでいるので、新管理
者は一人ひとりの、その人に合わせた介護を心掛
け、日常生活を大切にすることを目指しています。

今後の継続

事業所本体が厚木で１８年間介護サービスを実施し
ている経緯からも地域の中に根差して活動してい
る。防災や様々な点からも地域と一体的な活動を常
に行っている。同じ地域に関連の保育園２か所、学
童保育、障がい支援事業所等多世代の交流が盛んで
ある。

みどりの丘グループが厚木で18年間介護サービスを
展開し、地域に根差た活動が出来ています。同じ地
域に関連の保育園2か所、学童保育、障がい支援事業
所等幅広く貢献が出来ています。自治会に加入し、
自治会の行事（盆踊り・防災訓練等）への協力体制
も確立しています。自治会長は協力的で自治会との
関係は非常に良好で、子ども神輿では休憩所を引き
受けご祝儀も出しています。ホームの行事には地域
の方やご家族をお招きしています。運動会は「心に
響く瞬間」をテーマとしてコーラス隊、ファッショ
ンショーなど盛大に行っています。

今後の継続

地域の方から認知症の介護について個別の相談を受
けたりしている。イベント的な企画はしていない。

定期的に開催している会議には地域のかた、ご家族
の参加を頂き、必須報告事項として入居状況や活動
内容報告等毎回十分な話し合いを行っている。ま
た、様々な意見を頂き実践に取り入れているケース
も多い。

偶数月の第3水曜日に開催日を決め、2カ月に一度、
定期的に開催しています。現状、自治会長・民生委
員、地域福祉委員、厚木市役所、地域NPO法人理事及
びご家族で行っています。利用者の状況、行事毎の
報告、職員の研修状況の他、その時々の検討事項を
加えて討議し、その結果を利用者へのサービスに反
映させています。自治会長から研修部会、防災対策
の詳細報告なども頂き、積極的に協力を頂いていま
す。

今後の継続
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

5 4 ○市町村との連携

　市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業所
の実情やケアサービスの取組みを積極的に伝えなが
ら、協力関係を築くように取り組んでいる

常に報告、相談を行っている。また、保険者である
担当者が運営推進委員になっており、状況の把握を
してもらっている。

厚木市の介護保険課とは、日頃の連絡事項で連絡を
取りあっており、運営推進会議にも参加頂き、状況
を伝えて連携を図っています。保険者である担当者
が運営推進会議委員になっており、状況の把握をし
てもらっています地域包括支援センターからも連絡
や案内を頂いています。

今後の継続

㈱R-CORPORATION外部評価事業部



自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

6 5 ○身体拘束をしないケアの実践

代表者及び全ての職員が「指定地域密着型サービス
指定基準及び指定地域密着型介護予防サービス指定
基準における禁止の対象となる具体的な行為」を正
しく理解しており、玄関の施錠を含めて身体拘束を
しないケアに取り組んでいる

7 ○虐待の防止の徹底

管理者や職員は、高齢者虐待防止法等について学ぶ
機会を持ち、利用者の自宅や事業所内での虐待が見
過ごされることがないよう注意を払い、防止に努め
ている

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用

　管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成年後
見制度について学ぶ機会を持ち、個々の必要性を関
係者と話し合い、それらを活用できるよう支援して
いる

9 ○契約に関する説明と納得

契約の締結、解約又は改定等の際は、利用者や家族
等の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を行い理解・
納得を図っている

10 6 ○運営に関する利用者、家族等意見の反映

利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員並びに
外部者へ表せる機会を設け、それらを運営に反映さ
せている

職員の意識向上のための研修は施設代表スタッフが
法人全体の研修に参加し、それを持ち帰り、話し合
いを持ち、また、法人の研修部会に返すという循環
型の研修を行っている。現場の職員の意識やストレ
ス、身体状況の把握に法人全体で取り組んでいる。

意見や要望は常に話せる環境を作る努力をしてい
る。利用者の気持ちや家族とのコミュニケーション
は日常的に取れており、特に管理者が家族と話をす
る時間はすべての利用者家族と十分作れている。

ご家族は良く訪問してもらっており、意見や要望は
来訪時に聴き、常に「話せる環境」作りに努めてい
ます。特に、運営推進会議や、集まりの多いイベン
トの機会には意見を伺うようにしています。利用者
の気持ちの把握や、家族とのコミュニケーションに
ついては、日常的に図られており、管理者は全ての
利用者家族と、万遍なく話をする時間が持てるよう
努めています。

今後の継続

玄関の施錠等に関しては夜間の外からの安全を保つ
ため以外に行っていない。施設内の個室は安全のた
めに施錠がない。ただし認知症ゆえの安全意識の低
下に関しては、常に職員の視界のなかにいてもらう
よう声掛けや、環境設定を行っていくようにしてい
る。

身体拘束については常に話し合い、安全との関連で
検討しています。例えばミトンが必要なケースでは5
本指の手袋をご家族の了解を得て使うなどのケース
がありました。事務室はガラス張りですが、離設す
る人の場合にセンサーの活用などは行っています。
玄関等の施錠は行っていません。認知症ゆえの安全
意識の低下に関しては、声掛けや、環境設定に配慮
し、安全の確保に努めています。

今後の継続

管理者が主に個々のケースについて関係者との話し
合いを持っている。その経過や結果についてケア会
議等で話し合いを持ち、ケースごとの詳細を理解す
ることで、制度の理解や学びにつなげている。

入居前の説明から、入居後に至るまで様々な場面で
丁寧に説明を重ね、疑問や不安の解決に努力してい
る。
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実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

11 7 ○運営に関する職員意見の反映

代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や提案
を聞く機会を設け、反映させている

12 ○就業環境の整備

代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤務状
況を把握し、給与水準、労働時間、やりがいなど、
各自が向上心を持って働けるよう職場環境・条件の
整備に努めている

13 ○職員を育てる取組み

代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実際と
力量を把握し、法人内外の研修を受ける機会の確保
や、働きながらトレーニングしていくことを進めて
いる

14 ○同業者との交流を通じた向上

代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機会を
つくり、ネットワークづくりや勉強会、相互訪問等
の活動を通じて、サービスの質を向上させていく取
組みをしている

15 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、本人が困ってい
ること、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、本
人の安心を確保するための関係づくりに努めている

厚木市のキャリアアップ制度の利用や法人内の共済
制度を利用した資格取得の推進を行っている。ま
た、個人の希望や意欲に合わせたアドバイスにより
大学の年間通学や認知症の実践者研修や管理者研修
等に積極的な参加を図っている。

法人代表は常に現場の状況を把握すべく巡回してお
り、職員との交流を図っている。管理者は細かい意
見を取り上げ法人における会議に出席時、常に報告
ができている。新人の職員の運営に関する新しい提
案や意見も積極的に法人に報告し、運営に客観性を
持てるようにしている。

法人代表は常に巡回して現場の状況を把握し、施設
長面接を管理者も同席して雇用契約更改時に行って
います。管理者は年１回の人事考課を本部に提出す
ると共に、細かい意見をも法人の会議時に報告し、
運営の客観性に役立てています。また、新人職員の
提案や意見も、積極的に法人に報告しています。ま
た、全社の勉強会があり、情報の共有を図っていま
す。忘年会には外部の来賓もあり、代表が出席して
方針を周知し、職員へ労いの言葉を伝えています。

今後の継続

法人として、管理者や職員の勤務情報を把握したう
えで、個別の職員面談や理念に即した介護がやりが
いとともにもてているかを常に注意している。ま
た、具体的な職場環境を整えるべく、問題点の抽出
を管理者に依頼している。

　Ⅱ　安心と信頼に向けた関係づくりと支援

入居の相談から、様々な情報の聞き取りと家族本人
の面談と回数を重ね、安心して入居してもらえるよ
うな関係づくりを目指している。

厚木の介護保険事業者連絡会やＧＨ協会に所属し、
情報交換や学会への参加等を積極的に取り組んでい
る。また、法人代表が認知症の家族の会等組織に参
加し、家族の気持ちや若年性の認知症の取り組み等
の情報交換を行っている。
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16 ○初期に築く家族等との信頼関係

　サービスの利用を開始する段階で、家族等が困っ
ていること、不安なこと、要望等に耳を傾けなが
ら、関係づくりに努めている

17 ○初期対応の見極めと支援

サービスの利用を開始する段階で、本人と家族等が
「その時」まず必要としている支援を見極め、他の
サービス利用も含めた対応に努めている

18 ○本人と共に過ごし支え合う関係

職員は、本人を介護される一方の立場に置かず、暮
らしを共にする者同士の関係を築いている

19 ○本人と共に支え合う家族との関係

職員は、家族を支援される一方の立場に置かず、本
人と家族の絆を大切にしながら、共に本人を支えて
いく関係を築いている

20 8 ○馴染みの人や場との関係継続の支援

本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場所と
の関係が途切れないよう、支援に努めている

家族に対しては共感を持って一緒に不安や困りごと
を解決している姿勢を持って対応している。特に入
居後への不安や経済的な問題等、経験上想定出来る
不安に関しては丁寧に説明をすることで、信頼関係
を築く一つになっていると実感している。

入居に際しては管理者が対応の窓口として意見の集
約、見極めを行い家族や本人の希望を含めて各分野
のスタッフ（医療・看護・食事提供・事務）とミー
ティングを持ち方向性の確認を行っている。

毎日の生活の中でそれぞれが存在感を持ち役割を持
つことで、「与え合う関係」を作っている。介護を
受ける場面が多くある利用者でもその人から与えら
れる場面がその何倍もあることも少なくない。この
考え方が法人の基本理念にあると思っている。

家族の来訪が多くその都度話をする時間を多くとっ
ている。家族もセキの運営の応援をしてくれ、協働
的な見地から関係性を作れていると考えている。

入居者の状態にもよるが、少なくとも家族や友人が
訪ねてきたときに「よその家」を訪れるような感じ
を持たないように雰囲気を作るよう注意している。
どんな時も入居者の家を訪ねている印象がもてるよ
うな居室のつくりや応接室のつくりを考えている。

家族や友人の来訪時には、「よその家」を訪れるよ
うな感じを与えないよう、雰囲気作りに配慮してい
ます。入居者は地元の方が多く、土地勘や地域との
つながりもあり、友人、兄弟、信心する宗教関係の
方等が訪ねて来てくださいます。どんな時も「入居
者の家」を訪ねている印象が持てるような居室の作
りや応接室の作りを考えて雰囲気作りに努めていま
す。8月の厚木花火大会はアイスクリームを食べなが
らみなさんで観賞しました。

今後の継続
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21 ○利用者同士の関係の支援

利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立せず
に利用者同士が関わり合い、支え合えるような支援
に努めている

22 ○関係を断ち切らない取組み

サービス利用（契約）が終了しても、これまでの関
係性を大切にしながら、必要に応じて本人・家族の
経過をフォローし、相談や支援に努めている

23 9 ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把握に
努めている。困難な場合は、本人本位に検討してい
る。

24 ○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活環
境、これまでのサービス利用の経過等の把握に努め
ている

25 ○暮らしの現状の把握

一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有する力
等の現状の把握に努めている

退去後も折に触れて訪問をしてくれる家族も多くお
り、「ここに来るとまた、会える気がする」と言っ
てくれる家族もいる。命日等には家族が職員に会い
に来てくれることもある。ご逝去後に単身になって
しまった家族の相談になっていることも多い。

　Ⅲ　その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

どこにも自分の居場所があり、どこにいても安心感
のある関係性を持てるよう職員の介在の仕方を工夫
している。

今までの生活の状況からなるべく大きく変わらない
よう気をつけ、関係性を作り上げたうえで、本人の
気持ちや身体状況に合わせて検討していくようにし
ている。

利用者本人の意向を大切にし、生活を支援して行く
よう心がけています。今までの生活の状況からなる
べく大きく変わらないよう配慮し、利用者との信頼
関係を築くよう努め、本人の気持ちや身体状況に応
じて検討するよう努めています。ホームでは、利用
者が発した言葉、言動を記録に残しています。例え
ば、「やきもちを焼く」ような気持ちも生きる意欲
として大切にしています。

今後の継続

入居までの経緯を丁寧に聞き取り、入居に至る問題
点や優先すべき問題を整理して取り組んで行くよう
にしている

アセスメントを丁寧に行い、その方の有する力を正
確に理解するするようにつとめている。それにあた
り必ず多職種で話し合いを持ち、あらゆる角度から
の意見を集約するようにしている。

㈱R-CORPORATION外部評価事業部
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26 10 ○チームでつくる介護計画とモニタリング

本人がより良く暮らすための課題とケアのあり方に
ついて、本人、家族、必要な関係者と話し合い、そ
れぞれの意見やアイディアを反映し、現状に即した
介護計画を作成している

27 ○個別の記録と実践への反映

日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫を個
別記録に記入し、職員間で情報を共有しながら実践
や介護計画の見直しに活かしている

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化

本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズに対
応して、既存のサービスに捉われない、柔軟な支援
やサービスの多機能化に取り組んでいる

29 ○地域資源との協働

一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把握
し、本人が心身の力を発揮しながら安全で豊かな暮
らしを楽しむことができるよう支援している

30 11 ○かかりつけ医の受診診断

受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納得が
得られたかかりつけ医と事業所の関係を築きなが
ら、適切な医療を受けられるように支援している

定期的なケアカンファレンスを多職種で行い、それ
を職員一人一人にフィードバックして意見を求める
循環をシステム化してい。あらゆる角度からの意見
と本人や家族の希望を加え課題の整理と計画性を
持った立案を行っている。

定期的なケアカンファレンスを多職種（介護職員の
他、医師、看護師、ケアマネ、厨房の職員）で行
い、それを職員一人一人にフィードバックして意見
を求める循環をシステム化しています。管理者はご
家族とコミュニケーションをとり、希望や思いを十
分聞きとり、希望を加え、課題を整理し、モニタリ
ングを実施しながら介護計画を立案しています。

今後の継続

毎日の状況や特別なことを記録にし、だれでもが理
解できるような記録を個別に作成している。また、
食事や排せつ、身体状況等目的別の記録も他に設
け、情報の取得に利便性を持つ記録の方法を導入し
ている。

グループホーム全体としてのサービスと個別サービ
スを日常に組み込み、その時のニーズに合わせた組
み立てを管理者やリーダーの判断で行っている場合
がある。また、法人としての取り組みや地域との連
携の中で生まれるサービスを多様に取り入れてい
る。

地域の行事や子ども会との連携をとりそれぞれの場
面で協力的な取り組みを行っている。また、施設の
行事に地域の方を招待して入居者が振る舞いの係を
したり、お互いの関係を地域で作っている。

定期的な往診時は特別なことが無い限り施設の看護
師と介護士が立ち合い日頃の状況を伝える。加えて
医療に対する考え方についてや、特別な状況が発生
した時には、その時に応じ面談の機会を設け、話し
合いを持っている。特に看取り関しては慎重に方向
性を共有している。

月2回、内科医の往診と訪問歯科の受診の際は、看護
師と職員が立ち会い、日頃の個々の利用者の状況を
伝え、ご家族に結果を報告しています。医療に対す
る考え方についてや、特別な状況が発生した際は、
必要に応じて面談の機会を設け、話し合いを持って
います。職員である看護師は、毎日、利用者の様子
をチェックしています.特に看取り関しては慎重に方
向性を共有しています。

今後の継続
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31 ○看護職員との協働

介護職員は、日常の関わりの中でとらえた情報や気
づきを、職場内の看護職員や訪問看護師等に伝えて
相談し、個々の利用者が適切な受診や看護を受けら
れるように支援している

32 ○入退院時の医療機関との協働

利用者が入院した際、安心して治療できるように、
また、できるだけ早期に退院できるように、病院関
係者との情報交換や相談に努めている。又は、そう
した場合に備えて病院関係者との関係づくりを行っ
ている。

33 12 ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援

重度化した場合や終末期のあり方について、早い段
階から本人・家族等と話し合いを行い、事業所でで
きることを十分に説明しながら方針を共有し、地域
の関係者と共にチームで支援に取り組んでいる

34 ○急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職員は
応急手当や初期対応の訓練を定期的に行い、実践力
を身に付けている

毎日定期的に訪問する看護師と介護士の情報共有を
図っている。また、アクシデントが起こった場合
は、連携を密に本人の意思確認や家族への説明等、
役割を担っている。

入居が決まった際には往診が開始される前に必ず通
院をして基本内科検診を実施し、心身の状態を共有
するようにしている。また、日頃は毎日の状態を
メールで主治医に報告し、緊急性の高い場合の対応
を協議している。

入居時に看取りまで行うことを説明し、その段階で
の考え方等を確認している。また、入居中に考えが
変わったり、関係する家族の意見が変わった場合も
含めて随時意思の確認等を行っている。

入居時に口頭で、看取りまで行うことを説明し、そ
の段階での考え方等を確認しています。内容によっ
てかかりつけ医療機関とも緊急時や医療的な処置の
方向性の確認を行っています。入居中に考えが変
わったり、関係する家族の意見が変わった場合も含
め随時、意思の確認等を行っています。看取りに近
づいた場合には意向を再度確認しています。（この
場合も特に同意書は取らず、お互いの約束の中で
行っています）看取り介護は、当然のこととして管
理者・職員共に共通認識が確立しており、これまで
も実績があります。

今後の継続

年間に一度は消防署の救急救命講習を受講し、緊急
時の対応の学習をしている。また、日ごろから、看
護師や社内研修を通して急変の見分け方や本人の日
常との違いを観察する指標を学んでいる。
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35 13 ○災害対策

火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず利用
者が避難できる方法を全職員が身につけるととも
に、地域との協力体制を築いている

定期的に消防署に通知して避難訓練や消火訓練目的
ごとの訓練を実施している。年間を地震、台風、雪
の自然災害想定し、マニュアルに法り実地訓練を
行っているのと同時に毎月危険個所の点検等役割を
持って行っている。

定期的に消防署に通知し、避難訓練や消火訓練など
目的ごとの訓練を実施しています。年間、地震、台
風、雪の自然災害想定し、マニュアルに法り実地訓
練を実施しています。グループとして、第１順位、
第2順位の防災委員を決めています。自治会の訓練に
も職員が参加しています。自治会長が好意的であ
り、運営推進会議でも話し合いを持ち、さらに、自
治会と定期的に話し合い、協力関係を構築していま
す。備蓄はコンテナに準備し、厨房「春」も隣接し
ているので在庫を確保できる体制があります。ま
た、看護師も在籍しているので近隣の高齢者の避難
場所の提供として提案しています。

今後の継続
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項　　　　　　　　　　目

外部評価

36 14 ○一人ひとりの人格の尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバシーを
損ねない言葉かけや対応をしている

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援

日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、自己
決定できるように働きかけている

38 ○日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するのではなく、一人
ひとりのペースを大切にし、その日をどのように過
ごしたいか、希望にそって支援している

39 ○身だしなみやおしゃれの支援

その人らしい身だしなみやおしゃれができるように
支援している

40 15 ○食事を楽しむことのできる支援

食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの好み
や力を活かしながら、利用者と職員が一緒に準備や
食事、片付けをしている

　Ⅳ　その人らしい暮らしを続けるための日々の支援

入居者個々人の生活背景や経験により価値観が異な
ることの前提を持って、その人の一番なじむ環境を
保つように努力している。

入居者個々の生活背景や経験を踏まえ、価値観が異
なることを認識し、その方の最も馴染む環境を保つ
ように努めています。これまでその方が使用してき
た言葉等を大切にし、日常のコミュニケーションに
取り入れています。利用者への呼びかけは、基本的
には「さん」付けにしています。法人の方針として
接遇を強化すること決め、実行しています。また、
その方の拘りを大切にして、幼児言葉は厳禁として
接しています。

今後の継続

問いかけや話し方が断定的にならず、入居者が自分
の言葉で話ができる雰囲気を作るように考えてい
る。特にゆっくりとわかりやすい話しかけができる
よう、問いかけられた人が率直に自分の意見が言え
るような支援をしていきたいと思う。

一日の大まかなプログラムはあるが入居者同士が自
発性を持ったグループワークや個々の活動ができる
ような空間や雰囲気を作るようにしている。

見だしなみには特に配慮している。家族からはいつ
もきれいにしてもらっていると評価を頂いている。

毎日の食事の準備は難しいが、おやつやお茶の支度
は入居者とともに行う事が多い、。特におやつに関
してはお隣の施設の分を作っておすそ分けしたり、
頂き物をしたり、交流も楽しんでいる。

法人で調理専門のNPO法人を有し、専門の厨房担当者
が調理を行い、各事業所で配膳（職員が盛り付け）
する体制になっています。職員は食事準備の時間を
ケアの充実に当て、ゆとりある対応ができていま
す。利用者は食事の手伝いはできませんが、おやつ
の時には草餅を丸める等、一緒に手伝ってもらって
います。

今後の継続
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外部評価

41 ○栄養摂取や水分確保の支援

食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じて確
保できるよう、一人ひとりの状態や力、習慣に応じ
た支援をしている

42 ○口腔内の清潔保持

口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、一人
ひとりの口腔状態や本人の力に応じた口腔ケアをし
ている

43 16 ○排泄の自立支援

排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひとりの
力や排泄のパターン、習慣を活かして、トイレでの
排泄や排泄の自立に向けた支援を行っている

44 ○便秘の予防と対応

便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工夫や
運動への働きかけ等、個々に応じた予防に取り組ん
でいる

45 17 ○入浴を楽しむことができる支援

一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴を楽
しめるように、職員の都合で曜日や時間帯を決めて
しまわずに、個々に応じた入浴の支援をしている

一日の食事と水分の摂取量の把握は確実に行ってい
る。特に心配がある場合は看護師と調整して補助栄
養の導入や水分の摂取に関する工夫を早期に実施す
るよう心掛けている。

毎食欠かさず行っている。

入居時におむつ対応の方でも定時誘導や声掛けに
よっておむつの使用率を減らしていく。また、どう
してもベッド上の時間が長くなっていく入居者に対
しても、看護師と連携をして皮膚状態の悪化等無い
よう十分な注意をしている。

排泄チェック表は毎日、観察後に記入を行い、看護
師と情報の共有を図り、声掛けによるトイレ誘導で
トイレでの排泄支援を行っています。入居時におむ
つ対応の方でも定時誘導や声掛けによっておむつの
使用率を減らす努力をしています。また、ベッド上
の時間が長くなっていく入居者に対しては、看護師
と連携をして皮膚状態の悪化等が無いよう十分な注
意と配慮を行っています。また、同性介助、排便
チェック、下剤の使用状況など、常に心掛けて丁寧
に支援しています。

今後の継続

排泄に関しては特に注意をして、観察している。ま
た、毎日の看護師の巡回でも排泄チェック表を必ず
見て、予防に努めている。

気候や本人の都合など様々な状況を考えて入浴の介
助をしている。特に気分のむらにより入浴の実施が
困難なケースにおいては時間を決めず入浴をしてい
る。やがて徐々に定時の入浴に移行できている。

ホームでは、お風呂にリフトが設備され、お一方を
除いて全員がリフトを利用しています。入浴につい
ては、その日の気候や本人の都合など様々な状況を
考慮して介助しています。特に、気分のむらにより
入浴の実施が困難なケースにおいては、時間を決め
ず、タイミングを見計らって入浴を勧めています。
同性介助も行っており、徐々に定時の入浴に移行で
きる等、個々に応じた支援を行っています。しょう
ぶ湯、ゆず湯も楽しめるよう活用しています。

今後の継続
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46 ○安眠や休息の支援

一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じて、
休息したり、安心して気持ちよく眠れるよう支援し
ている

47 ○服薬支援

一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、用法
や用量について理解しており、服薬の支援と症状の
変化の確認に努めている

48 ○役割、楽しみごとの支援

張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、一人
ひとりの生活歴や力を活かした役割、嗜好品、楽し
みごと、気分転換等の支援をしている

49 18 ○日常的な外出支援

一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出かけ
られるよう支援に努めている。また、普段は行けな
いような場所でも、本人の希望を把握し、家族や地
域の人々と協力しながら出かけられるように支援し
ている

50 ○お金の所持や使うことの支援

職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解して
おり、一人ひとりの希望や力に応じて、お金を所持
したり使えるように支援している

特に消灯時間を儲けず、本人の睡眠ペースに合わせ
た就寝介助を行っている。また、夜間の不眠等に対
しても本人の体力的な問題以外の点は特に大きく取
り上げず、対応しえいる。

服薬に関しては看護師の管理のもと主治医との連絡
を持って微調整を含めた支援をしている。また、服
薬内容の変更等は必ず可視化した伝達方法似て慎重
に行っている。

日常の中で目標を持ち、目標に向かって達成計画を
たてその人ごとに役割を担ってもらっている。法人
としての行事がたくさんあり、その参加のために日
頃の活動はかなり忙しくなっているが皆さんは楽し
んで取り組んでもらっている。

個人の外出やグループでの外出、全員での参加行事
等出かける機会は多いと思う。特に食事を伴う外出
は人気がある。年度の初めに年間の計画をたてる際
には利用者が実行委員として参加いただき希望を聞
きながら立案することもある。

個人の外出やグループでの外出、全員での参加行事
等に出かける機会は多く設けています。特に、食事
を伴う外出は利用者に人気があり、回転寿司、ラー
メンなどに出かけています。年度初めに年間の外出
計画を立案し、日帰り温泉や、お花見等に出かけて
います。利用者が実行委員として参加することもあ
り、希望を取り入れています。離設される方には、
職員が同行し、外の空気を吸い、本人の納得するよ
う支援しています。

今後の継続

外出してお金を使える方ばかりでないために定期的
に訪問駄菓子屋が関連の障がい支援事業所からきて
いる。そこでは通貨を作成し、自分たちで買い物を
する模擬ショッピングも行っている。計算をして買
い物をすることを楽しみにしている。
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51 ○電話や手紙の支援

家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手紙の
やり取りができるように支援をしている

52 19 ○居心地のよい共用空間づくり

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴
室、トイレ等）が、利用者にとって不快や混乱をま
ねくような刺激（音、光、色、広さ、温度など）が
ないように配慮し、生活感や季節感を採り入れて、
居心地よく過ごせるような工夫をしている

53 ○共用空間における一人ひとりの居場

共用空間の中で、独りになれたり、気の合った利用
者同士で思い思いに過ごせるような居場所の工夫を
している

54 20 ○居心地よく過ごせる居室の配慮

居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相談し
ながら、使い慣れたものや好みのものを活かして、
本人が居心地よく過ごせるような工夫をしている

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり

建物内部は一人ひとりの「できること」や「わかる
こと」を活かして、安全かつできるだけ自立した生
活が送れるように工夫している

希望に応じた支援をしている。

明るくのんびりとした我が家のような空間を提供し
ていると思っている。

建物はバリアフリーで、広い玄関と見通しの良い階
段が設えられ、利用者が寂しさを感じないような、
リビング、廊下、ダイニング、事務スペースを兼ね
た広々とした空間と明るいスペースは、オーババー
ズセキでの実績とノウハウを加え、さらに、より良
い改善が活かされた設計となっています。居室を出
るとすぐに職員や他の入居者が居て、仲間に入れる
構造になっており、独りぼっち感を感じさせない環
境作りがされています。明るくのんびりとした「我
が家」のような空間を提供しています。現在、まだ2
階は開所していない状況です。

今後の継続

コーナーを使ったりテーブルの配置によりいくつか
の空間を作っている。利用者は自分の寛ぐ空間を選
んで過ごしている。また、目的によって（作業的な
こと）自分の行くべきところを理解して、選択して
いる。

各人自分の大切な物を持ち込んでそれぞれの我が家
として過ごしている。

それぞれ自分の大切な物を持ち込んでもらい、「我
が家」として過ごしています。特に整理整頓に配慮
し、過ごしやすい空間になるよう配慮しています。
また、朝・夕のメリハリをつけるために日中と夜間
の整容はきちんと区別するように配慮し、普通の家
庭を実現しています。

今後の継続

建物内部はお家の感覚を大切にするために安全を優
先してはいない。また、段差を解消することを一番
に考えず、住み慣れた中での身体の上手な使い方が
できるように考えている。
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事業所

作成日

〔目標達成計画〕

優 項

先 目 現状における 目標達成に

順 番 問題点、課題 要する期間

位 号

1 35
地域と一体化した防災
対策

戸室自治会との防災プ
ロジェクト

２年間

2 3
戸室地域との高齢者を
支える共同活動への参
画

地域力の向上 １年間

注1）項目番号欄には、自己評価項目の番号を記入すること。
注2）項目数が足りない場合は、行を追加すること。

平成27年9月25日

目標達成に向けた

具体的な取組み内容

オーババーズセキ

目　標　達　成　計　画

自治会との協働作業に
より防災対策チームを
結成し、高齢者の被災
者の受け入れや専門性
の提供とともに社会資
源の共有

自治会やボランティア
と共同して高齢者を支
えるための地域組織の
構築

目　　標
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